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夏休みを迎えるにあたって 

校長代理 冨樫哲一 

最近は突然の激しい雷雨に驚くこともありますが、暑い日が続くようになってきました。７月 21 日からは、いよい

よ夏休みが始まります。 

昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う長期の臨時休業があったため、夏休みは短いものとなってしまいま

した。しかし、今年度は期間としてはいつも通りの夏休みが戻ってきました。今回は、夏休みを迎えるにあたり、２

つのことを皆さんにお伝えしたいと思います。 

 

１．計画を立てることについて 

長期の夏休みを迎えるにあたり、家族旅行等については例年と同様に計画をするのはまだ難しいかもしれませんが、

学習や部活動、自分の趣味等については、しっかりと計画を立てて準備している人も多いのではないでしょうか。 

私の中学生時代を思い出してみると、夏休みや冬休みなどの長期の休みの前には、嬉々として学習等の計画を立て

ていました。残念なことに、立てた壮大な計画のほとんどは、見事に計画倒れになってしまっていましたが…。今考

てみると、もしかしたら、夏休み自体よりも計画を立てている時間の方が楽しかったような気さえします。 

会社、国や市などの自治体、そして学校も、計画を立てることから活動は始まります。そして、立てた「計画」を

「実行」して、なぜできなかったのかを「調査・分析」し、「改善」を行い、それをもとに次の「計画」を立てる。い

わゆるＰＤＣＡサイクル（Plan、Do、Check、action）の起点が「計画」です。言うまでもありませんが、組織として

も、そして個人としても何かを始めるときに、計画を立てることはその成功を左右するほど重要なことです。 

普段の生活を見ていると、（私とは違い）南高校附属中の皆さんは、自分の性格をしっかりと見極めた無理のない計

画、また、予期しない突発的な事態に備えるために余裕のある実現可能性の高い計画を今までも立ててきたし、これ

からもそうできる人が多いのではないかと感じています。本当に頼もしいかぎりです。 

 

２．セレンディピティについて 

計画を立てることの重要性を認めた上で、あえて、今回皆さんにもう一つ伝えたいことは、セレンディピティ（英

語: serendipity）という言葉です。セレンディピティとは「偶然の出来事から大切なことや本質的なことを学びとる

こと」です。ペニシリン、付箋紙、電子レンジ、使い捨てカイロ…etc、予想外の偶然のことから、世界にイノベーシ

ョンを起こしたものが世の中にはたくさんあります。このように世界的に有名なものだけではなくて、皆さんもセレ

ンディピティを感じたことはあるのではないかと思います。例えば、「学校から帰る際に普段と違った道を通ったら、

自分が今までずっと探し求めてきたようなお店が見つかった。」「たまたま図書館で手に取った本に書いてあったこと

に興味をもち、すっかり夢中になってしまった。」「校内で落とし物を拾って、届けてあげたその子に話しかけてみた

ら、後に親友になった。」など、少し出来すぎのような感じもしますが、これらに近い経験は、思い返してみると意外

にあるものです。 

残念なことに、「いつもと同じ」「計画通り」に物事を進めているだけでは、セレンディピティを発揮できるような

「偶然」は、なかなか起きません。長い夏休みです。あえて「いつもと違った方法で」「苦手だったり、嫌いだったり

したものを」「思い付きで」を意識しながら何かを行う時間を、短時間でも構わないので意図的につくってみてはどう

でしょうか。思いがけない素敵な出合いが皆さんを待っているかもしれません。 
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お忙しいところ、三者面談においでいただきありがとうございました。面談では、保護者の方とみなさんと担任

の先生とで、有意義な振り返りとこれからの展望をお話しすることができたと思います。１年生の時に思い描いた

「２年生の先輩」の姿に、少しずつ近づいているでしょうか。１学期の振り返りで書いたコメントを一部紹介します。 

 

１組：あああああ １学期は、去年と比べて学習や委員会活動について、自分から自分にとってプラスになる

ように動けた。言われたことだけ行ったり動いたりするだけでなく、自分からそれ以上のことに挑戦したり、

工夫したりすることが少しはできたと感じた。学習面では黒板に書かれたこと、言われたことだけをノートに

書くのではなく、自分の考えや気づきを進んで文字や図に表すことができた。苦手な教科はノートの中でそ

の割合を増やし身近にしていきたいと思う。 

 

１組：ああああ  ２年生になって、後輩ができた。今週から先輩も引退してしまった。去年までは、自分たちが

一番下の学年だったので全部やってもらったり、たくさんのことを教えてもらったりしていた。でも、今年か

らは１年生が来たため、自分が教える立場になった。自分の背中を見て、後輩も成長していくため、反面教師

にならないようにしたい。また、自分が教えることで、自分自身の成長もしていきたいと思う。そして、２年生

になって、先輩がいなくなると、大会に出ることが増える。そのためしっかりと大会に準備して勝てるように

していきたい。 

 

２組：あああああ 私が「２年生になって」の作文に書いた『思いやりのある気遣いのできる人になる』という

今年の目標に向けて、日々その目標を心にとめて活動している。電車でお姉さんが私の近くに立っていたお

年寄りに席を譲っていた。私はその時本を読んでいて、その人に気づいていなかった。ただ、その時その目

標を思い出して、次こそはと思い、数日後たまたま私の目の前に立っていたお年寄りに「どうぞ」と言ったら、

この間のお姉さんの時と同じ返事が返ってきた。「次の駅で降りるから大丈夫」と。私が次の役だったので、

「私もです」と言ったら、「じゃあ、ありがとう」と返してくださった。席を譲るということはとてもいい気持に

なる。そして実践しやすい。これからもその目標に向かって取り組んで、たくさんいい気持になりたい。これ

ぞwin-win かな。 

  

２組：ああああ 部活動では、後輩が入ってきたため、少し大変になった気がしました。それでも後輩がいる

と部活が盛り上がるのでとてもうれしいです。もうすぐ３年生が引退してしまうので、今度は自分たちがチー

ムを引っ張っていかないといけないため、しっかりと心の準備をしたいと思います。学校生活の面では、２－

２がとても活発で雰囲気のよいクラスなので、とても心地が良く安心できます。自分もこのクラスを盛り上げ

られるよう頑張りたいと思います。 

   

３組：ああああ 同じ部活の人や席が近い人とちゃんと交流ができてかなり充実した一学期だったように思

う。５、６月頃には授業で手を挙げて発言する場面が少しずつ増えてきたように感じている。今年は授業に質

問することができるようになり、一人で悩んでわからないまま次へ進むというのが少なくなっていった。南

校祭やイングリッシュキャンプなどの特別な行事などにも積極的に参加してより良いものになるよう頑張ろ

うと思う。教室の掃除や、学校のマナーを守って少しでも学校の雰囲気をよくしたいと思っている。 

１学期を振り返って 
 



３組：あああああ ４月の３組はとても静かだったのですが、今では笑顔があふれる素敵なクラスになってき

たと思います。南高祭体育祭の部では、大声を出しての応援はできませんでしたが、次の競技に出場する仲

間に「頑張って！」などの言葉が飛び交っていたのはクラスメイトとしての絆が発揮されたところなのかなと

思いました。授業はとても楽しいです。先生方も面白いです。私はグループやペアになって意見を交換するこ

とがとても好きです。自分の意見に納得してくれるのはとてもうれしいし、相手の意見を聞いて、そういう考

え方もあるなとより視野が広がるからです。２学期でもたくさん交流してたくさん発見したいです。２学期は、

けじめはあるけれど、にぎやかで楽しいクラスを目指して頑張ります。 

 

４組：あああああ いよいよ先輩になってしまったという不安とワクワクがあったが、その後一緒に練習する

うちにすごく仲良くなれてよかった。これからも後輩の手本になるような先輩をめざして日頃のあいさつか

らもっと意識して、努力していこうと思う。２年生になって、今までは新しい友だちをつくるのが苦手だった

ので、不安が大きかった。でも、席が近いとか友だちの友だちとかいろいろな場面で昨年より話す機会が増

えたため、すんなり友達を増やすことができた。多分これが昨年と一番違うことだと私は思った。もちろん昨

年から仲が良かった子も、会いに行ったりしてずっと仲良くしているので、友人関係の面で、学校がすごく楽

しくなった。 

 

４組：あああああ まったく接点のなかった人とも話せるようになって、だんだん友達の輪が広がっていくの

がうれしかったです。南高附属らしいイベントが昨年に比べると徐々に例年通りになってきている印象があ

るのでうれしいです。部活動では、市総体での先輩の涙を見て、言葉を聞いて、思うことが多くありました。

来年の夏に向けて、今から努力していかなければならないと思いました。自主練を欠かさずにやり、練習の

準備や後片付けもすすんでやり、チームに貢献できる人になりたいと思います。 

学年目標～書道部の皆さんによる作品です！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

○8月９日（月）～１６日（月）は閉庁期間です。学校に入ることはできません。 

○2学期は8月２７日（金）スタートです。元気に登校してきてください！ 

〇8月 2８日（土）は土曜EGGがあります。  

文月の福袋 三者面談は、お家の方々と直接お話しできる貴重な場面ととらえ、有意義な時間をい

ただけたことを職員一同感謝申し上げます。9期生のみなさんも、担任の先生とお家の方の前で、1学期

頑張ったことと、これから頑張りたいことをお話しできたことと思います。いよいよ夏休み！これから頑

張りたいことを、まず、一歩踏み出してみよう。夏のエネルギーは、秋の実りのもとです。よい夏休みを！ 


